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前
号
で
ミ
ク
ロ
発
條
の
東
ア
ジ
ア
展
開
と
国
際
中
堅

企
業
へ
の
成
長
経
緯
を
報
告
し
た
。
こ
れ
に
続
い
て
国

際
中
堅
企
業
の
事
業
展
開
課
題
と
人
材
育
成
の
課
題
に

つ
い
て
述
べ
る
。

　
　
国
際
中
堅
企
業
の
事
業
展
開
課
題

　
ミ
ク
ロ
発
條
は
、
精
密
ス
プ
リ
ン
グ
の
分
野
で
国
内

市
場
に
お
け
る
優
位
性
を
確
立
し
、
さ
ら
に
東
ア
ジ
ア

市
場
で
の
競
争
力
を
高
め
て
い
る
。
国
際
市
場
の
競
争

に
参
加
し
て
み
る
と
世
界
は
広
く
、
思
い
も
よ
ら
な
い

取
引
の
ス
タ
イ
ル
が
あ
り
、
ま
た
、
同
業
他
社
が
追
随

で
き
な
い
独
特
の
ス
プ
リ
ン
グ
加
工
技
術
体
系
を
構
築

し
て
い
る
欧
米
企
業
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か

さ
れ
た
。

　
例
え
ば
、「
超
量
産
」
に
関
す
る
日
本
生
産
事
業
所

の
優
位
性
に
つ
い
て
は
、
欧
米
系
、
台
湾
系
な
ど
の
Ｅ

Ｍ
Ｓ
メ
ー
カ
ー
が
気
付
き
は
じ
め
、
当
社
に
１
点
の
ス

プ
リ
ン
グ
を
月
産
２
億
個
作
っ
て
欲
し
い
と
い
っ
た
引

き
合
い
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
国
内
に
あ
っ
て
日
本

メ
ー
カ
ー
と
し
か
付
き
合
わ
な
い
、
あ
る
い
は
、
東
ア

ジ
ア
に
進
出
し
て
も
日
系
メ
ー
カ
ー
と
し
か
付
き
合
わ

　
「
微
細
化
応
用
技
術
の
追
求
」
と

　
　
　
　
　
　
　
「
用
途
市
場
の
発
見
」

な
い
と
い
う
姿
勢
で
は
、
こ
う
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
の
ダ
イ

ナ
ミ
ズ
ム
に
参
画
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
専
門
特
化
の

優
位
性
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
「
微
細
化
応
用
技
術
の

追
求
」
と
「
用
途
市
場
の
発
見
」
が
課
題
と
な
る
。

　
「
微
細
化
応
用
技
術
の
追
求
」
に
つ
い
て
は
、
微
細

ス
プ
リ
ン
グ
生
産
技
術
の
極
限
に
挑
戦
し
て
い
る
。

現
在
、
当
社
の
ス
プ
リ
ン
グ
の
「
微
細
化
」
は
、
材
料

の
線
材
直
径0

.
0
1
5
m
m

、
巻
ス
プ
リ
ン
グ
の
直
径

0
.
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m
m

、
ス
プ
リ
ン
グ
の
長
さ0

.
3
m
m

ま
で
可
能

で
あ
る
。
こ
の
限
界
を
さ
ら
に
一
桁
先
に
押
し
や
ろ
う

と
し
て
い
る
。

　
微
細
化
に
関
す
る
基
礎
技
術
を
ス
プ
リ
ン
グ
生
産
技

術
に
置
き
換
え
て
い
く
の
は
、
主
に
企
業
側
の
努
力
で

あ
る
。
当
社
は
、
特
定
の
生
産
設
備
に
特
化
し
力
量
を

備
え
た
世
界
の
専
門
メ
ー
カ
ー
と
付
き
合
い
を
深
め
設

備
導
入
を
図
り
、
ま
た
、
社
内
で
「
生
産
設
備
の
造
り

込
み
」
を
進
め
て
い
く
と
し
て
い
る
。

　
微
細
ス
プ
リ
ン
グ
の
「
用
途
市
場
の
発
見
」
に
つ
い

て
は
、
既
存
顧
客
と
の
取
引
の
延
長
上
に
新
た
な
用
途

を
開
拓
す
る
こ
と
も
重
要
だ
。
し
か
し
、
世
界
の
市
場

に
は
未
だ
埋
も
れ
て
い
る
微
細
ス
プ
リ
ン
グ
の
用
途
が

あ
る
は
ず
だ
。
埋
も
れ
て
い
る
用
途
市
場
に
提
案
し
先

行
シ
ェ
ア
を
と
り
、
さ
ら
に
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
握
る
た
め

に
は
、
既
存
顧
客
や
日
本
国
内
取
引
を
維
持
す
る
構
え

だ
け
で
は
難
し
い
。
専
門
分
野
で
世
界
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア

を
持
つ
企
業
と
、
国
際
市
場
に
お
い
て
取
引
を
広
げ
る

機
会
を
得
る
努
力
を
し
て
い
る
。

　
微
細
ス
プ
リ
ン
グ
の
世
界
で
ト
ッ
プ
水
準
の
技
術
力

を
維
持
し
、
品
質
を
保
証
す
る
「
超
量
産
」
生
産
力
を

備
え
、
顧
客
の
要
求
す
る
納
期
ス
ピ
ー
ド
に
対
応
で
き

る
ス
プ
リ
ン
グ
専
業
メ
ー
カ
ー
に
な
る
こ
と
で
、
新
た

な
用
途
市
場
で
世
界
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
握
る
可
能
性
が

開
か
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
国
際
中
堅
企
業
の
人
材
養
成
課
題

　
企
業
が
優
位
性
を
明
確
に
主
張
す
る
た
め
に
は
、
工

業
生
産
が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
成
長
し
て
い
る
東
ア
ジ
ア

や
中
国
か
ら
世
界
市
場
に
関
係
す
る
必
要
が
あ
る
。
本

社
事
業
所
と
海
外
事
業
所
が
世
界
市
場
競
争
に
直
接
、

関
わ
る
た
め
に
は
「
国
際
経
営
人
材
」
と
生
産
拠
点
と

し
て
の
本
社
工
場
や
海
外
工
場
で
モ
ノ
づ
く
り
を
担
う

「
総
合
技
能
人
材
」
の
養
成
が
必
要
で
あ
る
。

　
第
一
に
、
経
営
ス
タ
ッ
フ
の
「
国
際
経
営
人
材
」
の

養
成
で
あ
る
。
当
社
は
こ
の
20
年
間
、
海
外
事
業
を
切

り
開
く
た
め
に
代
表
者
自
ら
が
現
場
を
創
っ
て
き
た
。

そ
の
後
、
海
外
駐
在
責
任
者
が
状
況
を
維
持
・
展
開

し
、
現
在
、
後
継
者
が
本
社
事
業
所
と
３
つ
の
海
外
事

業
所
を
統
括
し
て
新
た
な
国
際
事
業
態
勢
を
構
築
し
よ

(2)

西
　
澤
　
正
　
樹

　
　「
総
合
技
能
人
材
」
と
「
国
際
経
営
人
材
」
の
養
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜 

ミ
ク
ロ
発
條
　 

〜

「
国
際
中
堅
企
業
」
の
登
場
（14）
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う
と
し
て
い
る
。

　
そ
う
し
た
流
れ
の
な
か
で
、
本
社
事
業
所
の
経
営
ス

タ
ッ
フ
や
従
業
員
は
、
新
た
な
国
際
事
業
展
開
の
な
か

で
担
う
べ
き
役
割
を
改
め
て
確
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
段
階
に
き
て
い
る
。
海
外
事
業
所
に
お
い
て
は
日
本

人
が
永
遠
に
駐
在
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　
海
外
事
業
所
の
経
営
者
を
育
て
る
と
と
も
に
、
日
本

本
社
事
業
所
と
複
数
の
海
外
事
業
所
を
統
括
し
経
営
す

る
た
め
の
「
国
際
経
営
人
材
」
を
養
成
す
る
必
要
が
あ

る
。
そ
う
し
た
「
国
際
経
営
人
材
」
は
日
本
人
で
あ
る

必
要
は
な
く
国
境
を
超
え
て
「
能
力
の
高
い
」
人
材
を

求
め
る
こ
と
に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
第
二
に
、
生
産
拠
点
と
し
て
の
本
社
工
場
や
海
外
工

場
で
、
モ
ノ
づ
く
り
の
現
場
を
担
う
「
総
合
技
能
人

材
」
の
確
保
・
養
成
で
あ
る
。
こ
の
点
、
マ
レ
ー
シ
ア

事
業
所
を
20
年
近
く
経
営
す
る
過
程
で
人
材
を
育
て
た

経
験
が
、
中
国
現
地
で
の
技
術
、
技
能
を
担
う
人
材
の

確
保
・
養
成
に
関
し
て
自
信
を
深
め
て
い
る
。
中
国
の

事
業
所
で
は
中
国
人
社
員
が
定
着
し
「
技
術･

技
能
人

材
」
が
着
実
に
育
っ
て
い
る
。

　
当
社
で
は
、
挑
戦
す
る
技
術
目
標
（
微
細
化
応
用
技

術
の
追
求
）
と
市
場
目
標
（
用
途
市
場
の
発
見
）
に

向
っ
て
活
力
を
生
み
出
し
て
い
く
主
役
を
若
い
世
代
の

人
材
に
期
待
し
て
い
る
。

　
当
社
代
表
者
は
次
の
世
代
の
人
材
に
向
け
て
、
自
分

で
新
し
い
取
り
組
み
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
を
「
面
白

　
　
日
本
本
社
の
人
材
養
成
の
課
題

　
本
社
事
業
所
に
お
け
る
「
技
術･

技
能
人
材
」
の
確

保
・
養
成
に
つ
い
て
は
、
取
り
組
む
べ
き
課
題
が
あ

る
。
「
超
量
産
」
と
「
自
社
生
産
設
備
の
開
発
」
を
行

う
本
社
工
場
で
の
技
能
養
成
と
継
承
は
「
５
Ｓ
（
整

理
、
整
頓
、
清
掃
、
清
潔
、
躾
）
」
の
繰
り
返
し
が
基

本
で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
は
生
産
現
場
の
各
工
程
で
達

成
で
き
て
い
る
。

　
課
題
と
な
る
の
は
、
生
産
現
場
の
「
技
術･

技
能
人

材
」
の
一
人
一
人
が
部
品
図
の
読
み
込
み
、
加
工
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
、
実
際
の
自
動
加
工
工
程
で
の
微
調
整
、

内
製
し
た
設
備
機
械
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
技

術･

技
能
を
ト
ー
タ
ル
に
蓄
積
し
継
承
す
る
「
総
合
技

能
人
材
」
へ
の
養
成
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
継
続
し
た
技
能
継
承
の
た
め
に
、
地
域
の

工
業
高
校
で
の
モ
ノ
づ
く
り
基
礎
教
育
の
再
生
を
強
く

望
ん
で
い
る
。
モ
ノ
づ
く
り
基
礎
教
育
で
は
「
普
通
の

あ
た
り
ま
え
の
こ
と
を
地
道
に
積
み
上
げ
て
い
く
姿

勢
」
を
形
成
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
す
る
。
10
歳
代
の

若
者
の
「
姿
勢
を
つ
く
る
」
教
育
は
、
学
校
だ
け
に
任

せ
る
の
で
は
な
く
、
地
域
の
企
業
、
地
域
行
政
が
し
っ

か
り
と
関
わ
り
、
モ
ノ
づ
く
り
地
域
全
体
で
工
業
高
校

の
モ
ノ
づ
く
り
基
礎
教
育
を
再
構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
し
て
い
る
。

　
こ
の
点
、
工
業
高
校
で
の
教
育
と
企
業
で
の
実
践
訓

練
、
地
域
人
材
の
募
集
・
採
用
、
社
内
で
の
人
材
養
成

と
い
っ
た
教
育
行
政
、
産
業
行
政
、
厚
生
労
働
行
政
の

地
域
に
お
け
る
立
体
的
横
断
的
な
取
り
組
み
が
必
要
で

あ
ろ
う
。

　
東
ア
ジ
ア
で
事
業
実
績
を
上
げ
て
き
た
国
際
中
堅
企

業
に
あ
っ
て
は
、
「
国
際
経
営
人
材
」
と
「
総
合
技
能

人
材
」
の
養
成
が
次
の
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。

　
　
次
を
担
う
の
は
君
た
ち
だ

い
」
と
思
い
、
「
現
場
」
を
広
い
視
野
で
見
て
、
聞
い

て
、
リ
ス
ク
を
制
御
し
な
が
ら
実
際
に
作
っ
て
、
売
っ

て
み
る
こ
と
に
挑
戦
し
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
る
。
モ

ノ
づ
く
り
に
関
わ
る
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
に
な
ろ
う

と
す
る
な
ら
ば
、
机
の
前
で
考
え
る
だ
け
で
は
次
の
活

力
は
生
み
出
せ
な
い
。

　
こ
の
点
、
当
社
の
国
内
外
の
事
業
所
の
若
い
世
代
の

モ
ノ
づ
く
り
に
関
わ
る
人
材
に
大
い
に
期
待
を
寄
せ
て

い
る
。
若
い
世
代
の
人
材
は
、
地
域
や
国
を
超
え
て
外

側
か
ら
自
分
自
身
、
自
社
、
地
域
、
国
を
見
つ
め
や
す

い
環
境
に
あ
り
、
そ
の
中
で
自
身
を
理
解
す
る
基
本
的

な
力
を
備
え
て
い
る
と
み
て
い
る
。

　
事
実
、
社
内
に
あ
っ
て
は
、
実
力
の
あ
る
マ
レ
ー
シ

ア
人
や
中
国
人
社
員
と
日
本
人
社
員
が
、
同
世
代
の
人

材
同
士
で
前
向
き
に
競
い
合
い
、
当
社
の
モ
ノ
づ
く
り

の
活
力
を
生
み
出
し
て
い
る
。
日
本
人
社
員
の
中
に
は

自
主
的
に
中
国
語
の
勉
強
に
取
り
組
み
、
将
来
の
海
外

事
業
経
営
を
目
指
す
と
い
う
者
も
い
る
。

　
さ
ら
に
、
諏
訪
地
域
で
は
若
い
世
代
の
モ
ノ
づ
く
り

人
材
が
中
国
の
工
業
発
展
地
域
と
、
そ
こ
で
活
躍
す
る

企
業
、
成
長
す
る
市
場
の
「
現
場
」
を
観
察
し
、
そ
れ

ぞ
れ
自
分
自
身
と
自
社
を
外
側
か
ら
見
つ
め
直
し
鋭
く

反
応
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
彼
ら
が
新
た
な
モ
ノ
づ
く

り
の
活
力
を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
企
業
に
お
い
て
も
、
地
域
に
お
い
て
も
、
若
い
世
代

の
人
材
が
国
を
超
え
て
世
界
の
モ
ノ
づ
く
り
の
な
か
で

互
い
に
切
磋
琢
磨
し
、
新
た
な
活
力
を
生
み
出
し
て
い

く
時
代
に
な
っ
た
の
だ
と
思
う
。
国
際
中
堅
企
業
の
当

社
は
、
そ
う
し
た
時
代
に
生
き
る
若
い
世
代
の
モ
ノ
づ

く
り
人
材
の
活
躍
に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

　
　
（
に
し
ざ
わ
ま
さ
き
・
ア
ジ
ア
研
究
所
准
教
授
）
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